
作業事例集－かまぼこ彫り 

・ 本資料は、レーザー加工機が正常にセットアップされていることが前提になります。 

・ 本資料は、ハニカムテーブルが装着されていることが前提となります。 

・ 本資料は、RSD-SUNMAX シリーズ用制御ソフト RDWorksV8が正常にインストールされていることを前提に

しています。 

・ 本資料は、Corel Draw X5 を使用しています。 

・ 本資料は、Photoshop CS6 を使用しています。 

・ 本資料は、RDWorksV8 の基本操作を理解している方を対象にしています。基本操作については 

「作業事例集 -初めての加工」を参照下さい。 

 

 

-かまぼこ彫り画像- 

 

 

 

① レーザー加工について 

RSD-SUNMAX シリーズは階調彫刻(データの塗りつぶし色の濃淡によってレーザー出力を変化させ、彫りの深

さを変更する)に対応していません。従って、通常のデータでは、かまぼこ彫りはできません。 

 

本資料では、レーザー出力を変化させる代わりに、細かなレーザー出力の ON/ OFF を繰り返し、単位面積あ

たりのレーザー照射量を変化させることにより、かまぼこ彫りを実現させます。 

これは写真などを加工する際に行うデータのアミ化(スクリーントーン化)に似ています。基本的には、写真を

アミ化したデータは、写真のレーザー加工に適切な設定よりも強い出力で加工すると、色の濃い部分が潰れ

て彫り込まれてしまいますが、それを逆手にとって、意図的に彫り込んで彫りの深さを変化させて階調を表現

する、というのが、本資料の方法です。 
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② データ作成 

Corel Draw と Photoshop を併用してデータを作成していきます。Corel Draw 単体でも作成できますが、

Photoshop を使って画像データを加工した方がより綺麗にレーザー加工を行えます。  

 

2.1 Corel Draw を使いデータ作成  

① 新規作成 

Corel Draw を起動します。 

起動したら、メニューから「ファイル」→「新規作成」をクリックします。  

 

 

 

「新規ドキュメントの作成」ダイアログが表示されます。 

 

下記の２項目だけ変更してください。 

 

主カラーモード： RGB 

レンダリング解像度: 508 
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「OK」をクリックすると、画面にアートボードが表示されます。 

 

 

 

② 文字列作成 

ツールバーの「テキストツール」 をクリックします。 
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テキストツールになると、マウスポインターが に変化します。 

CorelDraw のドキュメント内ならばどこでもいいのでクリックします。 

 

 

クリックすると、テキストツールのカーソルが点滅します。 

 

 

 

カーソルが表示されたら、キーボードで文字を入力します。 

本資料では SUNMAX と入力します。 

 

 

 

次に文字列を選択状態にし、フォントを変更します。 

「選択ツール」 を使い文字列を選択状態にします。 

 

 

 

カーソルが表示される   
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「選択ツール」をクリックしたら、文字列の上にカーソルを合わせクリックします。 

 

-選択状態-                                    -通常状態- 

      

 

 

 

 

画面上の「フォントリスト」をクリックし、フォント一覧を表示させます。 

 

 

 

 

フォント一覧が表示されます。使用するフォントを選択します。 

本資料では、フォントは Futura を使用します。 

 

 

 

※  かまぼこ彫りは、文字の線が太い書体が向いています。また明朝体のように縦横の線幅が

異なるフォントや、場所によって線幅が大きく異なるようなフォントは向いていません。 
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フォントを選択すると、アートボードに選択した書体の文字が表示されます。 

 

 

③ 曲線に変換 

メニューバーの「アレンジ」→「曲線に変更」をクリックします。 

 
 

④ プロパティ 

メニューバーから「ウィンドウ」→「ドッキングウィンドウ」→「プロパティ」をクリックします。 
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「プロパティ」ウィンドウが表示されます。 

 

 

 

「塗りつぶし」を設定します。 

塗りつぶしの設定を下記のように設定します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

① 標準塗りつぶしに設定    

② RGB を０に設定    
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「輪郭」を設定します。 

輪郭をクリックして表示させます。 

 

 

 

「幅」をなしに設定します。 

 

  

なしに設定    
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⑤ サイズ変更 

文字列のサイズを変更します。 

サイズはレーザー加工を行う際の実寸で設定してください。 

サイズ変更は画面上の「オブジェクトのサイズ」から変更ができます。 

 

 

 

 

幅を 120mm で入力します。 

※ 縦横比固定すると文字が変に縮小/拡大しなくなります。 

 

 

  

縦横比固定 

固定有 : 倍率が固定されます。 

固定無し : 倍率が固定されていませ

ん。 
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⑥ 等高線 

文字を選択した状態で、メニューの「効果」→「等高線」をクリックします。 

 

 

 

「等高線」ウィンドウが表示されます。 
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「等高線」ウィンドウを下記のように設定します。 

 

 

 

 

「等高線のカラー」をクリックし、カラーを表示させます。 

 

 

 

 

カラーが表示されたら、下記のように設定します。 

 

 

 

 

中心へに設定     

0.025mm に設定    

ホワイトに設定    
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設定が完了したら、「適用」をクリックします。 

 

 

 

文字の内側にかけて白くなるグラデーションが作成できました。 

 

 

 

⑦ 保存 

Photoshop で読み込むため「BMP」ビットマップでデザインを保存します。  

 

メニューバーの「ファイル」→「エクスポート」をクリックします。  

 

 

  



- 12 - 

「エクスポート」ダイアログが表示されます。 

保存場所、ファイル名を指定して「エクスポート」をクリックします。 

 

 
 

 

「ビットマップに変換」ダイアログが表示されます。 

下記のように設定します。 

 

 
 

  

ファイル種類は BMP-Whindowビットマップに選択

してください。                          

圧縮なしに設定   

カラーモードは「RGB カラー」に設定してください                         
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2.2 Photoshop で BMP 画像を編集  

Corel Draw で保存した「BMP」ビットマップデータを Photoshop で編集します。 

 

① データを開く 

Photoshop を起動して、⑦で保存した「BMP」データを開きます。 

 

 

 

② 明るさ、コントラスト調節 

文字の中で一番白い面積が多い部分をズーム拡大して下さい。 
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次に、メニューの「イメージ」→「色調補正」→「明るさ・コントラスト」をクリックします。 

 

 

 

「明るさ・コントラスト」ダイアログが表示されます。明るさとコントラストを調節していきます。 

 

 

 

下図のように調節してください。白黒がハッキリ分かるようにします。 

白い部分が浅くなり、黒い部分が深く彫刻されます。 
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③ グレースケール化 

データをグレースケール化（モノクロ化）します。 

メニューの「イメージ」→「モード」→「グレースケール」をクリックします。 

 

 

 

「カラー情報を破棄しますか？」とメッセージが表示されます。 

「破棄」をクリックして下さい。 
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④ モノクロ 2 階調 

メニューから「イメージ」→「モード」→「モノクロ 2 階調」をクリックして下さい。 

 
 

 

「モノクロ 2 階調」ダイアログが表示されます。下図のように設定して下さい。 

 

入力したら「OK」をクリックして下さい。 

 

 

下図のようなテクスチャーがデザインに反映されます。 

 

 

 

出力は 500 に設定   

使用は誤差拡散法（ディザ）に設定   



- 17 - 

⑤ 保存 

データの作成が終了したので、加工ソフトで読み込めるようデータを保存します。 

メニューから「ファイル」→「別名で保存」をクリックします。 

 

 

 

「別名で保存」ダイアログが表示されます。 

保存したい場所を指定し、保存名を入力してください。 

 

入力が完了したら、「保存」をクリックして下さい。 

  

ファイル種類は BMP-Whindowビットマップに選択

してください。                          
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③ 加工 

Corel Draw と Photoshop で作成したデータを RDWorksV8 に読み込み、加工を行います。  

RDWorksV8 の基本操作は、「作業事例集 -初めての加工」を参照下さい。 

 

3.1 RDWorksV8 でデータ加工 

① インポート 

作成したデータをインポートして下さい。 

 

 

 

データが表示されます。 
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② 加工設定 

加工設定については下記の設定をディフォルトに、データ内容、加工素材に合わせて各自設定して下さい。 

 

加工モード： 彫刻 

走査間隔： 0.05 

最適化にチェック 

 

 

 

 

③ 加工 
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3.2 逆かまぼこ彫り 

逆かまぼこ彫りは、データのグラデーションを白黒逆転させます。 

 

 

 

① データツールバーの「画像編集」 をクリック。 

※ レイヤーが選択状態でなければ「画像編集」をクリックできません。 
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②色の反転 

「色の反転」にチャックを入れ、「適用」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

色の反転を確認したら、「OK」をクリックして下さい。 
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これで逆かまぼこ彫りのデータが作成完了です。 


